
蔦
取
。
前
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
鳥
取
県
八
頭
郡
河
原
町
大
字
郷
原
字
前
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年
（昭
５７
）
〓

一月
を

一
九
八
三
年
（昭
５８
Ｘ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鳥
取
県

。
河
原
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
島
弘
隆

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
七
ｉ

一
五
世
紀

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

前
田
遺
跡
は
、
国
鉄
囚
美
線
河
原
駅
と
国
英
駅
間
の
線
路
沿
い
、
北
流
す
る

千
代
川
の
支
流
三
谷
川
の
南
岸
、
郷
原
部
落
西
側
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
て

い
る
。
本
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
上
山

手
地
区
ほ
場
整
備
工
事
に
伴
う
、

表
土
め
く
り
中
に
発
見
さ
れ
、

蔦
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
指
導
の
も
と
に
河
原
町
教
育

委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し

た
。河

原
町
は
蔦
取
県
の
南
東
部
、

千
代
川
、
八
東
川
、
曳
田
川
の
合
流
す
る
地
点
に
あ
り
、
古
く
か
ら
交
通
の
要

衝
と
し
て
栄
え
た
町
で
あ
る
。
本
町
内
で
は
丘
陵
や
山
地
に
古
墳
が
多
く
築
造

さ
れ
て
お
り
、
総
数

一
二
三
基
を
確
認
し
て
い
る
。
中
で
も
曳
田
の
嶽
古
墳
は

全
長
五
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
八
頭
郡
内
で
は
最
大
の
規
模
を
誇
る
。
本
遺
跡

の
所
在
す
る
三
谷
川
流
域
に
は
郷
原
古
墳
群
、
山
手
古
墳
群
が
点
在
し
て
い
る
。

古
代
律
令
制
度
下
の
当
町
域
は
因
購
国
八
上
郡
に
属
し
て
い
た
。
そ
の
当
時

の
八
上
郡
衛
跡
と
考
え
ら
れ
る
万
代
寺
遺
跡
は
隣
町
郡
家
町
大
字
万
代
寺
に
あ

り
、
ま
た
近
く
の
大
字
上
師
百
井
に
は
白
鳳
時
代
後
期
頃
と
考
え
ら
れ
る
国
史

跡
、
土
師
百
井
廃
寺
跡
が
あ
る
。
河
原
町
域
で
は
、
こ
の
時
代
の
遺
構
、
遺
物

は
検
出
し
て
い
な
い
が

「
万
葉
集
」
な
ど
に

「
八
上
釆
女
」
の
名
が
み
え
、
河

原
町
大
字
曳
田
に
は
八
上
比
売
命
を
祀
る
、
式
内
社
売
沼
神
社
が
鎮
座
し
て
い

る
。
中
世
に
お
い
て
当
町
域
で
注
目
さ
れ
る
出
土
遺
物
は
、　
一
九
三
二
年

（昭

７
）
発
掘
さ
れ
た
、
大
字
中
井
の
羽
黒
山
妙
玄
寺
跡
の
経
塚
遺
構
、
大
字
八
日

市
字
滝
谷
出
上
の
瓦
経
、
大
字
釜
口
字
西
土
居
出
上
の
銅
鉦
な
ど
寺
院
に
関
す

る
文
物
で
あ
る
。
経
塚
遺
物
や
羽
黒
山
の
名
が
示
す
通
り
、
こ
の
地
域
で
は
修

験
道
信
仰
が
盛
ん
で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
遺
跡
の
近
く
に

真
言
宗
の
霊
石
山
最
勝
寺

・
医
王
山
大
安
興
寺
な
ど
の
所
在
か
ら
推
測
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
八
日
市
、
六
日
市
、
市
場
尻
（郷
原
）、
市
場
河
原
（片
山
）
な

ど
の
地
名
は
、
こ
れ
ら
寺
院
な
ど
と
共
に
栄
え
た
中
世
の
市
場
の
名
残
り
で
は

な
か
ろ
う
か
。

中
世
の
集
落
を
主
体
と
す
る
前
田
遺
跡
は
、
河
川
の
合
流
す
る
縁
辺
に
あ
る

(鳥取南部)



こ
と
や
、
市
場
の
地
名
が
見
出
せ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
交
通
の
要
衝
に
位
置
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

本
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
二
八
棟
、
柵

二
条
、
溝

四

条
、
土
羨
二
三
基
、
井
戸
三
基
が
確
認
さ
れ
、
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
、
縄
文

土
器

・
弥
生
土
器

・
古
墳
時
代
か
ら
奈
良

。
平
安
時
代
の
土
器

。
中
世
の
上
器

片
、　
一
〇
九
片
が
発
見
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
、
備
前

・
瀬
戸

・
中
国
製
陶
磁

器
片
が
三
五
片
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
集
落
中
に
、
中
世
で
も
卓
越

し
た

「家
」
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
い
石
製
品

。
上

製
品
が
五
点
検
出
さ
れ
、
木
製
品
と
し
て
は
、
箸

。
漆
椀

・
杓
子
が
各

一
点
と

木
簡
二
点
、
ミ
ニ
チ
ェ
ア
の
舟
が

一
点
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
木
簡
二
点
に
つ

い
て
は
、
二
基
の
井
戸
底
か
ら
各
々
一
点
が
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に

注
目
さ
れ
る
二
点
の
木
筒
の
字
旬
に
つ
い
て
は
、
奈
良
大
学
教
授
水
野
正
好
氏

に
よ
れ
ば

「
長
病
に
臥
せ
る
人
の
快
癒
を
希
う
」
呪
札
―
ま
じ
な
い
札
で
あ
る

と
解
読
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ミ
ニ
チ
ェ
ア
の
舟
も
、
こ
う
し
た
呪
術
の
用
具
と

し
て
使
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
呪
符
を
授
け
る
の
は
陰
陽
師
と
呼
ば
れ
る
呪
者
、
修
験
道
の
道
に

関
わ
る
聖
で
あ
る
。
始
め
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
前
田
遺
跡
の

周
辺
は
修
験
道
信
仰
が
盛
ん
で
あ

っ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
遺
跡
出

上
の
呪
札
と
も
深
い
か
か
わ
り
合
い
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「咄
咲
堤
脚
戸
婢
急
々
如
律
令
九
く
八
十

一
」

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・上
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
中∞ド
×
μ∞
×
∞

鉢
　
。
「咄
咲
嘘
螂
戸
婢
急
々
如
律
令
九
く
八
十

一

。
「　　　　　　　　　　　　　＋
オ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ゃμ∞）
Ｘ
Ｐの
Ｘ
∞

と
も
に
材
質
は
ス
ギ
。
②
は
下
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
。

水
野
正
好
教
授
に
ご
教
示
い
た
だ
き
、　
一
符
、
三
句
か
ら
な
る
呪
札
―
ま
じ

な
い
札
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

水
野
正
好

「
前
田
遺
跡
発
見
の
ま
じ
な
ひ
札
―
そ
の
働
き
と
用
い
ら
れ
る
場

―
」
Ｑ
前
田
遺
跡
発
掘
報
告
書
』
河
原
町
教
育
委
員
会

一
九
八
三
年
）

（小
谷
和
章
）

1983年出上の木簡

木簡

岡
関
口
嗣
日
囲
□
円
日
四
円
口
日
Ｎ
田
円
日――四
一
〇 木簡(1)

ミニチ

ュア舟


